
順天堂大学・スポーツ健康科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６２０

挑戦的萌芽研究

2018～2016

漢方薬によるサルコペニア予防・改善に関わるエピジェネティクス制御機構の解明

Effect of traditional herbal medicine on sarcopenia

４０４２１２２６研究者番号：

町田　修一（Machida, Shuichi）

研究期間：

１６Ｋ１２９４０

年 月 日現在  元   ６ ２５

円     2,500,000

研究成果の概要（和文）：高齢期骨格筋の特徴として、骨格筋量の低下と筋肉内脂肪量が増加することが知られ
ている。本研究では、漢方薬がサルコペニアの予防・改善のための筋肉増強（再生）因子となりうるかについ
て、筋損傷モデルや不活動モデルのギプス固定を用いて、生薬である黄耆の筋萎縮や筋損傷に及ぼす影響を科学
的エビデンスに提示することが本研究の主たる目的である。

研究成果の概要（英文）：Loss of skeletal muscle mass and function occurs with aging. In this study, 
we aimed to investigate whether administration of traditional herbal medicine traditional herbal 
medicine protects against sarcopenia. Two models, downhill running-induced muscle damage and muscle 
atrophy induced by cast immobilization, were used to determine effect of traditional herbal medicine
 traditional herbal medicine on muscle damage/regeneration and muscle atrophy. 

研究分野： 運動生理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の漢方薬に関する研究は、現象論的な報告が多く、生体制御機構にまで踏み込んだ系統的・統合的研究は少
ない。本研究の特色としては、漢方薬のサルコペニアの予防効果について、筋サテライト細胞に何らかの形で記
憶（メモリー）されているというエピジェネティクス制御機構を関連付けて検討しようとしている点である。今
回の研究成果から、漢方薬の服用が骨格筋の幹細胞の諸機能に影響を及ぼし、筋再生能を促進するエビデンスと
メカニズムを提示することができれば、リハビリテーション医学やスポーツ科学への応用も考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
加齢に伴い骨格筋の筋肉量および筋力は低下する。しかし、この加齢性筋肉減弱症（サルコ

ペニア）の発症機序の詳細については十分に解明されていない。骨格筋は本来、再生能力の高

い組織と考えられている。しかし、加齢に伴い筋再生能は低下する。サルコペニア発症の要因

のひとつとして、怪我等による筋損傷からの再生が補いきれないために顕在化するという考え

がある（Grounds, 1998）。骨格筋は、多核の筋線維から構成されているが、筋線維の筋形質膜

と基底膜の間には筋サテライト細胞と呼ばれる単核の組織幹細胞が存在する。骨格筋が損傷や

過負荷等を受けると、筋サテライト細胞は増殖因子やサイトカイン等の刺激で活性化されて増

殖を開始し筋芽細胞となる。増殖した筋サテライト細胞は、互いに、あるいは既存の筋線維と

細胞融合することによって筋組織を再構築し肥大を促す。そのため、筋の再生能力の大半は筋

サテライト細胞が担っていると考えられ、骨格筋の再生において重要な役割を演じている

（Hawke ら, 2001）。しかし、筋サテライト細胞は加齢に伴い数および諸機能が低下すること

が知られており、現時点では、筋サテライト細胞の増殖や筋分化等の制御機構は多くが未解明

である。 

漢方薬は、加齢に伴う体の不快や不調、病後・術後の体力低下や虚弱体質の改善などの目的

に使われることが多く、サルコペニア該当者やその予備軍が何かしらの漢方薬を日常的・長期

的に服用していることが予想される。現代の健康や医療にとって、漢方薬はなくてはならない

重要な治療手段の一つとなっており、科学的な研究も進み、複雑でわかりにくいとされてきた

薬理作用も徐々に解明されてきている。しかしその一方で、よりよい漢方薬の利用には高いレ

ベルのエビデンスの集積が必要であり、そのメカニズムの解明が待たれているのも事実である。 

申請者らはこれまで、ヒトのサルコペニアと類似した表現型を示す加齢実験動物を用いて、

筋サテライト細胞の増殖や筋分化能が加齢に伴い低下することや、高齢期の骨格筋では筋損傷

後の再生過程で脂肪蓄積が顕著に認められることを報告してきた。そして最近、サルコペニア

の予防改善を目的に、インスリン様成長因子-1（IGF-1）のように筋再生を促進もしくは筋サ

テライト細胞の諸機能を高める物質を探索する過程で、数種類の漢方薬が筋損傷後の筋再生を

促進させることや株化された筋芽細胞（C2C12）の筋分化を高めて筋肥大を促進する知見を得

ていた。そのため、介護・寝たきりの予防のための新規な介入方法をエビデンスベースに開発

するために、組織幹細胞である筋サテライト細胞が長期的な漢方薬服用によってどのように影

響されるのか検討する必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、漢方薬がサルコペニアの予防・改善のための筋肉増強（再生）因子となりうる

かについて、筋損傷モデルやギプス固定による不活動性筋萎縮を用いて、生薬の筋損傷および

筋萎縮に及ぼす影響を科学的エビデンスに提示することが本研究の主たる目的であった。 

 
３．研究の方法 
【筋損傷モデル】 

若年期ラットを用いて下り走（ダウンヒル）による伸張性筋収縮の筋損傷モデルの確立を試

みた。下り走は傾斜 -16 度、速度 16m/min、5 分のランニングと 2 分の休憩による伸張性収縮

運動を疲労困憊に至るまで負荷した。この筋損傷モデルを用いることによって、筋サテライト

細胞の諸機能（活性化、増殖、分化）に対する漢方の影響を in vivo レベルで検討することが

可能と考えた。下り走後、3 日目と 5 日目のタイミングでヒラメ筋、足底筋、腓腹筋、大腿四

頭筋、上腕二頭筋、上腕三頭筋を摘出し、連続凍結切片を作成した。一般的な病理所見を把握



するため、ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色を実施した。さらに、筋組織の脂肪化を Oil Red 

O 染色、繊維化についてはアザン染色を用いて評価した。筋サテライト細胞（Pax7）や諸機能

（活性化、増殖、分化）を特異的に認識する抗体（MyoD、Ki-67、myogenin）を用いて免疫組織

化学染色法にて検討し、高性能高解像度を備えた蛍光顕微鏡を用いて筋サテライト細胞の諸機

能を評価した。 

 

【ギプス固定】 

若年期ラットを用いて、筋萎縮モデルとして 14日間の足関節底屈位でのギプス固定を実施し

た。下肢のむくみや倦怠感に用いられる漢方薬に含まれる生薬 Aを摂取する漢方薬摂取群と対

照群の 2群に分けた。当該生薬が筋萎縮を抑制するための条件を明らかにするために、服用期

間やタイミング、投与量や濃度等を様々に検討した。そして、漢方薬を摂取する群には 1 日 1

回の割合で、ギプス固定前 1 週間とギプス固定 2週間の計 3週間、経口ゾンデ（FUCHIGAMI）を

用いて至適濃度の漢方薬を経口投与（1.5 mL/日）した。14 日間のギプス固定終了後、ヒラメ

筋および足底筋を摘出し、筋重量測定後、連続凍結切片を作成した。一般的な病理所見、筋線

維数および総核数を把握するため、ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色を実施した。さらに、

筋線維横断面積と筋線維タイプ組成比を評価するために各種のミオシン重鎖抗体を特異的に認

識する抗体を用いて免疫組織化学染色を行い、高性能高解像度を備えた蛍光顕微鏡で比較検討

した。その他に、筋萎縮関連遺伝子発現量を Real-time PCR 法を用いて分析した。 

 

４．研究成果 

 伸張性収縮運動を疲労困憊に至るまで負荷した今回の下り走（ダウンヒル）の条件によっ

て、大腿部で筋損傷が生じる部位を特定し、in vivo での筋サテライト細胞の諸機能を組

織染色法で評価することに成功した。 

 今回の下り走によって、筋損傷・再生過程での筋サテライト細胞の諸機能を評価する上で、

下り走の 3日目後よりも5日目後の方が増殖や筋分化の機能を評価する上で適切なタイミ

ングであることが明らかになった。 

 使用した生薬を服用することによって、ギプス固定による不活動性筋萎縮を抑制できる条

件を見出した。 

 14 日間のギプス固定では、遅筋タイプのヒラメ筋と速筋タイプの足底筋で同程度の筋萎縮

を認めたが、生薬 Aの服用によって筋萎縮を抑制できたのは遅筋タイプのヒラメ筋だけで

あった。さらに、筋萎縮関連遺伝子発現では、ヒラメ筋における MuRF1 遺伝子発現にギプ

ス固定と生薬 Aの服用の影響が認められた。 

 本研究によって、生理的な筋損傷・再生モデルとして、筋サテライト細胞の諸機能（活性

化、増殖、分化）が認められる部位やタイミングを特定し、実験動物（ラット）に漢方薬

（生薬）を長期的に服用させる方法や条件を確立することができた。よって、今後は、当

該生薬を長期的に服用させ、下り走後の筋損傷・再生過程での組織幹細胞である筋サテラ

イト細胞の諸機能をエピジェネティクス制御機構の観点から検討することが可能となっ

たと思われる。 

 今回の研究成果から、漢方薬（生薬）の服用が骨格筋の幹細胞の諸機能に影響を及ぼし、

筋再生能を促進するエビデンスとメカニズムを提示することができる動物実験モデルが

確立できれば、リハビリテーション医学やスポーツ科学への応用が期待できる。 

 生薬 Aをはじめ、漢方薬や生薬が筋再生や筋肥大を促進する筋肉増強（再生）因子である



ならば、高齢者を対象に筋力トレーニングと漢方薬を組み合わせた介護・寝たきり予防改

善のための新規な介入法の開発に応用できる可能がある。 
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